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南極の昭和基地（地表面の代表性の点からは内陸基地の

方が望ましいが，設営的に困難多い）を紹介した．エジ

プト；中国一チベット高原；ブラジル；アメリカーボー

ルダー，バミューダ；オーストラリアー中央部，カナ

ダ……．

　実際に観測網の一点となった場合，データの質に責任

を持つことの重要性が指摘された．測器の検定に注意を

払い，相互比較（準機を巡回するなど）を行う．可能な

場合，二種類以上の方法で結果を求める（例：直達＋散

乱でも全天日射を求める）．データの評価委員会を設け

る．

　以上，最終的に5日間の討論をまとめて，WCRP

Reportとして出版される予定．

　衛星が進歩することで，地上観測にとって替わるので

はと予想されていたものが，実は衛星観測を意味あるも

のたらしめるには，精密な地上観測が必要になってきた

という大変示唆に富む議論であった．

SRB：surface　radiation　budget（地表面放射収支）

COSPAR：Committee　on　SPace　Research（宇宙空間

　研究委員会）

WCRP：World　Climate　Reseach　Programme（世界

　気候変動国際協同研究計画）

WMO：World　Meteorological　Organization（世界気

　象機関）

ICSU：Intemational　Council　of　Scienti6c　Unions（国

　際学術連合会議）

IAMAP：Intemational　Association　of　Meteorology

　and　Atmospheric　Physics

ISCCP：Intemational　Satellite　Cloud　Climatology

　Prqiect（国際衛星雲気候計画）

ISLSCP：International　Satellite　and　Land　Surface

　Climatology　Pr句ect

FIRE：First　ISCCP　R．egional　Experiment

HIRS：High　Resolution　Infヒared　Radiometer　Sounder

GMCC：Geophysical　Monitoringfbr　Climate　Change

AVHRR：Advanced　Very　High　Resolution　Radio－

　meter
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